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心　理 2 子どもの心の発達とその問題 2 託児中の子どもへの対応
地　域 2 住民の支え合い活動について 2 働く女性を取り巻く環境
保　育 3 子どもの遊び 2 病児保育の現状
医　療 2 子どもの体の発育と発達 2 乳幼児期の病気と特性
保　健 2 子どもの世話 一
栄　養 2 子どもの栄養と食生活 1．5 体調が悪い時の食事
安　全 2 子どもの安全と事故 3 普通救命講習会
看　護 『 2 病児の看護
託　児 2 協力会員の活動 一
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V　今後の課題
　安曇野市では県内の他地域に先がける形で緊急
サポートネットワークを構築した。県のモデル事業
という位置づけである以上、今後の活動の推移を見
守り活動実績を把握・評価する必要がある。住民ニ
ーズを把握するアンケート調査の結果に基づきシ
ステムを構築したが、住民が要望する支援が実際に
機能しているか否か、再度のアンケートあるいはヒ
アリング等の実施により実態を調査することが今
後の課題となろう。
　子育て支援体制の現状について論議するとき、支
援が本当に支援を要する者に届いていないのでは
ないかという疑問が必ずや提起される。ファミリー
サポート活動は、様々な子育てニーズにきめ細かく
配慮することを特色とするだけに、本当の支援を提
供するという課題を再認識し、常にシステムの有効
性を検討していくことが重要と考えられる。
　また、病児・病後児の預かりや宿泊を伴う緊急性
の高い託児を依頼されることは、協力会員の知識や
技能に専門性が要求されることになる。緊急サポー
ト活動の場合、協力会員には上級編の養成講習会の
受講が義務づけられているが、依頼会員が安心して
子どもを預けることができるようにスキルアップ
講習会の実施などによる継続的な研修制度を視野
に入れた対応が求められよう。
　さらに最近の家庭状況の多様性を考慮するとき、
より個別的な支援を必要とする依頼ケースが出現
してくる可能性もある。より深い問題を抱えた家族、
親子という因果性だけでは解決し得ない家族シス
テムとしての支障をきたしている家庭への支援な
どについては、より心理学的・カウンセリング的な
レベルでの学びが必要となるかもしれない。
　最後に安曇野市の緊急サポートネットワークに
おいては、病児・病後児の預かりのために、医療機関
との連携・協力体制の構築に重点を置いた。しかし
今後は、他の関係機関との連携についてもシステム
化の可能性を探り、ネットワークの強化を図ること
が課題と考えられる。
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